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福
島
県
農
業
復
興
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　

ミ
ネ
ロ
フ
ァ
ー
ム

参
加
者
た
ち
の
感
想

株
式
会
社

フ
ェ
リ
ス
ラ
テ

Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ

　

酪
農
協
議
会
の
活
動
報
告

未
曾
有
の
災
害
と
な
っ
た
東
日
本
大
震

災
か
ら
今
年
の
３
月
で
丸
６
年
に
な
り

ま
す
。
今
回
は
、
昨
年
10
月
に
行
わ
れ

た
酪
農
協
議
会
に
よ
る
役
員
視
察
研
修

と
、
11
月
の
講
演
会
の
模
様
を
報
告
致

し
ま
す
。

特
集

　

10
月
23
日
か
ら
25
日
ま
で
の
日
程
で
、

酪
農
協
議
会
役
員
11
名
・
Ｊ
Ａ
事
務
局
５

名
参
加
に
よ
る
視
察
研
修
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

視
察
先
の
概
要
と
、
参
加
者
た
ち
の
感

想
（
一
部
抜
粋
）
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
た

施
設
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
福
島
農
業
復
興
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
改
修
し
借
り
受
け
、
200
頭
規

模
の
牧
場
を
立
ち
上
げ
、
５
名
の
被
災
酪

農
家
が
酪
農
の
復
興
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
内
容
は
、「
①
災
害
に
よ
る
酪

農
家
救
援
・
支
援　

②
農
産
物
の
放
射
性

物
質
測
定
事
業　

③
環
境
保
全
事
業　

④

堆
肥
リ
サ
イ
ク
ル
有
機
農
業
連
携
事
業　

⑤
子
供
の
た
め
の
酪
農
体
験
事
業　

⑥
新

規
就
農
者
・
学
生
・
社
会
人
の
た
め
の
酪

農
学
習
事
業　

⑦
地
域
再
生
復
興
事
業　

⑧
農
業
の
経
営
と
農
産
物
の
生
産
販
売
」

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
特
に
⑤
と
⑥

に
重
点
を
置
き
、

学
校
や
企
業
を
対

象
に
、
３
日
か
ら

２
週
間
の
日
程
で

積
極
的
な
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

受
け
入
れ
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
後
に
５
戸
の
酪

農
家
に
よ
っ
て
立
ち
上
げ
ら
れ
、
大
規

模
・
共
同
経
営
方
式
を
基
本
に
、
こ
れ
か

ら
の
酪
農
先
進
モ
デ
ル

と
し
て
平
成
27
年
の
10

月
に
経
営
を
開
始
し
た

牧
場
で
す
。
北
海
道
か

ら
の
初
妊
牛
導
入
に
も

着
手
し
、
飼
養
頭
数
は

580
頭
（
搾
乳
500
頭
規

模
）
、
年
間
生
産
量
は

５
，
０
０
０
ｔ
。

　

震
災
に
よ
り
様
々
な
形
で
変
化
し
て
き
た

中
を
生
き
抜
く
難
し
さ
、
そ
の
変
化
を
受
け

入
れ
る
覚
悟
が
私
た
ち
の
目
の
前
に
迫
っ
て

い
る
こ
と
を
痛
感
す
る
と
と
も
に
、
今
の
ス

タ
イ
ル
を
維
持
す
る
こ
と
の
重
要
さ
も
感
じ

ま
し
た
。

 

復
興
を
遂
げ
よ
う
と
す
る
そ
の
行
動
に
、
多

大
な
感
動
と
真
の
人
間
性
に
気
付
か
さ
れ
ま

し
た
。
私
た
ち
は
、
今
の
立
ち
位
置
か
ら
一

歩
前
を
見
据
え
て
、
組
合
員
一
人
ひ
と
り
が

酪
農
業
を
誇
り
に
思
い
、
自
信
が
持
て
る
よ

う
に
組
織
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
地
域
間
の

連
携
や
個
人
の
関
わ
り
を
ど
う
考
え
る
か
、

震
災
や
原
発
事
故
の
歴
史
認
識
が
薄
れ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
に
意
識
改
革
に
努
め
、
地
域

活
性
化
を
考
え
る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ミ
ネ
ロ
フ
ァ
ー
ム
の
よ
う
に
、
単
に
観
光

牧
場
で
は
な
い
形
態
の
酪
農
も
必
要
な
の
だ

と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ミ
ネ
ロ
フ
ァ
ー
ム
や
フ
ェ
リ
ス
ラ
テ
が
新

規
就
農
の
た
め
の
良
い
起
爆
剤
と
な
れ
ば…

Ｊ
Ａ
か
ら
も
何
か
提
案
が
で
き
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

　

現
在
、
担
い
手
確
保
の
た
め
に
Ｊ
Ａ
や
行

政
が
動
い
て
い
ま
す
が
、
種
ま
き
か
ら
成
長

ま
で
の
過
程
を
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
し
、
今

後
の
酪
農
発
展
の
た
め
に
地
域
や
Ｊ
Ａ
職
員
、

酪
農
家
の
皆
さ
ん
が
一
致
団
結
し
て
進
め
る

こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。　

福島県への役員視察研修
復興に尽力する牧場を訪ねる
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11
月
24
日
、
本
所
会
議
室
で
Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ
酪
農
協

議
会
に
よ
る
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

役
員
視
察
研
修
で
訪
問
し
た
「
株
式
会
社
フ
ェ
リ
ス
ラ

テ
」
よ
り
田
中
一
正
社
長
を
招
き
、
自
身
の
半
生
と
フ
ェ

リ
ス
ラ
テ
に
懸
け
た
思
い
に
つ
い
て
語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

酪
農
学
園
大
学
に
入
学
後
、
人
工
授
精
師

の
資
格
を
取
得
し
、
卒
業
後
は
栃
木
県
の
農

家
で
従
業
員
と
し
て
働
い
て
い
た
田
中
氏
。

福
島
県
の
飯
館
村
に
新
規
就
農
し
、
家
族
酪

農
で
最
大
で
約
60
頭
を
飼
育
し
な
が
ら
経
営

も
軌
道
に
乗
っ
て
い
た
矢
先
、
突
然
の
震
災

に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
就
農
後
10
年
目
の
こ

と
で
し
た
。

　

飯
館
村
は
内
陸
部
に
位
置
し
、
震
災
に
よ

る
津
波
の
被
害
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
直
後

か
ら
停
電
に
見
舞
わ
れ
、
近
隣
の
農
家
と
の

情
報
共
有
も
ま
ま
な
ら
な
い
な
か
集
乳
車
も

来
ず
、
発
電
機
で
搾
乳
し
て
は
そ
の
ま
ま
廃

棄
す
る
日
々
が
続
い
た
そ
う
で
す
。「
自
分

は
毎
日
何
を
し
て
い
る
の
か
。
世
界
で
一
番

不
幸
な
の
で
は
な
い
か
」
と
思
い
な
が
ら
の

作
業
は
続
き
、
電
力
が
回
復
し
た
の
は
地
震

か
ら
３
日
後
。
テ
レ
ビ
で
見
た
津
波
の
光
景

に
唖
然
と
し
、
自
分
が
不
幸
だ
と
思
っ
て
い

た
こ
と
を
反
省
す
る
ほ
ど
の
衝
撃
を
受
け
た

そ
う
で
す
。
そ
の
後
、
飯
館
村
は
避
難
区
域

に
指
定
さ
れ
、
震
災
か
ら
２
か
月
後
に
避
難

を
開
始
す
る
ま
で
、
牛
と
の
辛
い
別
れ
、
電

力
会
社
と
の
協
議
な
ど
を
経
験
し
、「
負
け

て
た
ま
る
か
」
と
思
い
な
が
ら
村
を
後
に
し

ま
し
た
。

　

田
中
氏
は
、
避
難
後
も
酪
農
に
対
す
る
熱

い
思
い
か
ら
、
福
島
県
の
ミ
ネ
ロ
フ
ァ
ー
ム

で
酪
農
実
習
生
へ
の
指
導
な
ど
で
活
躍
後
、

被
災
農
家
同
士
で
フ
ェ
リ
ス
ラ
テ
を
立
ち
上

げ
、
福
島
県
初
の
メ
ガ
フ
ァ
ー
ム
と
し
て
従

業
員
22
名
が
働
い
て
い
ま
す
。
将
来
は
「
地

元
の
雇
用
の
受
け
皿
と
し
て
、
新
規
就
農
に

繋
が
れ
ば
良
い
。（
復
興
牧
場
で
な
く
）

『
フ
ェ
リ
ス
ラ
テ
』
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

り
た
い
。」
と
語
っ
た
う
え
で
、「
今
ま
で
掛

け
て
も
ら
っ
た
恩
を
次
世
代
に
繋
ぎ
た
い
」

と
講
演
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

様
々
な
困
難
を
乗
り
越
え
て
き
た
心
境
が

ス
ト
レ
ー
ト
な
言
葉
で
語
ら
れ
る
中
で
、

「
精
神
的
に
豊
か
で
あ
れ
ば
良
い
」
と
い
う

言
葉
が
印
象
的
で
、
参
加
者
も
真
剣
に
聞
き

入
り
な
が
ら
興
味
深
い
講
演
会
と
な
り
ま
し

た
。

ＪＡ道東あさひ酪農協議会講演会
「いつまでも復興牧場とは言わせない
この国の酪農を変えるヒーローになる」

酪
農
と
の
出
会
い
と
新
規
就
農

「
あ
の
日
」か
ら
飯
館
村
を
出
る
ま
で

「
フ
ェ
リ
ス
ラ
テ
」か
ら
次
世
代
に

フェリス：スペイン語で「幸福」。
ラテ：イタリア語で「牛乳」の意味。
「この牧場から皆を幸福にする牛乳を
届けたい」との思いを込めた造語。

田中　一正 氏
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平成28年度役員道外視察研修報告 報告：管理部長　細田　敬治
１１月１５日から１８日までの４日間の日程で、役員１７名と同行職員４名による視察研修を実施
致しました。各視察地の内容を報告致します。

11
月
15
日 

農
林
水
産
省
と
の
意
見
交
換
会

　
　
　
　
　
　
　

（
東
京
都
千
代
田
区
）

　

事
前
に
Ｊ
Ａ
か
ら
要
望
し
た
項
目
に
対
し
て
、

農
水
省
の
担
当
職
員
８
名
が
項
目
毎
に
回
答
し

て
頂
く
形
式
で
の
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

【
指
定
生
乳
生
産
者
団
体
制
度
の
機
能
維

持
に
対
し
て
】

　

小
規
模
・
中
規
模
の
経
営
体
や
集
乳
困
難
な

僻
地
の
経
営
体
が
安
心
し
て
酪
農
経
営
で
き
る

よ
う
、
生
乳
の
一
元
集
荷
・
多
元
販
売
の
機
能

維
持
と
広
域
的
な
需
給
調
整
機
能
維
持
、
地
理

的
条
件
の
緩
和
機
能
維
持
等
の
役
割
を
担
う
指

定
団
体
制
度
の
機
能
維
持
を
強
く
要
望
す
る
と

と
も
に
、
補
給
金
支
払
対
象
者
の
選
定
に
あ
た

り
、
集
送
乳
や
需
給
調
整
機
能
を
果
た
す
事
な

ど
を
考
慮
し
て
決
定
願
い
た
い
旨
を
要
望
致
し

ま
し
た
。

【
政
府
の
規
制
改
革
推
進
会
議
農
業
Ｗ
Ｇ

の
提
言
に
関
し
て
】

　

後
日
与
党
と
の
調
整
に
よ
っ
て
取
り
下
げ
ら

れ
ま
し
た
が
、
ク
ミ
カ
ン
制
度
の
廃
止
な
ど
の

農
協
改
革
に
関
す
る
提
言
に
対
し
、
安
易
な
決

定
は
行
わ
な
い
で
頂
き
た
い
旨
を
強
く
要
望
致

し
ま
し
た
。

【
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
関
連
に
つ
い
て
】

　

地
域
農
業
を
支
え
る
た
め
に
は
、
現
状
維
持

を
希
望
す
る
農
家
が
ロ
ボ
ッ
ト
１
台
・
60
頭
規

模
の
Ｆ
Ｓ
牛
舎
で
労
働
負
担
軽
減
を
図
り
営
農

を
継
続
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
平
均
的
経
産
牛

頭
数
の
関
係
で
事
業
に
参
加
で
き
な
い
状
況
に

あ
る
た
め
改
善
を
要
望
し
、
直
ち
に
対
応
は
で

き
な
い
が
、
必
要
性
は
理
解
で
き
る
の
で
意
見

を
承
る
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
に
対
す
る
支
援
、

異
常
気
象
被
害
対
策
、
新
規
就
農
者
対
策
、
乳

牛
の
生
涯
生
産
性
向
上
対
策
等
に
つ
い
て
活
発

に
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

11
月
16
日 
農
畜
産
業
振
興
機
構

　
　
　
　

（
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
）
訪
問
・
意
見

　
　
　
　
　

交
換
会
（
東
京
都
港
区
）

【
バ
タ
ー
等
の
輸
入
・
売
渡
と
最
近
の
需

給
動
向
】

　

加
工
原
料
乳
生
産
者
補
給
金
等
暫
定
措
置
法

に
基
づ
き
輸
入
・
売
渡
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
は
農
林
水
産
大
臣
が
定
め
て
通
知

す
る
数
量
（
生
乳
換
算
数
量
13
万
７
千
ｔ
）
の

バ
タ
ー
等
を
輸
入
、
不
足
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ

る
場
合
に
は
Ａ
Ｌ
Ｉ
Ｃ
が
農
林
水
産
大
臣
の
承

認
を
受
け
て
追
加
輸
入
し
ま
す
。

　

ま
た
、
輸
入
し
た
バ
タ
ー
に
つ
い
て
、
不
足

が
生
じ
る
場
合
又
は
国
内
の
生
産
条
件
・
需
要

事
情
等
を
考
慮
し
、
価
格
・
消
費
の
安
定
に
資

す
る
場
合
に
売
り
渡
し
ま
す
。

【
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
シ
ェ
ア
ミ
ル
カ

ー
経
営
と
最
近
の
動
向
】

　

シ
ェ
ア
ミ
ル
カ
ー
経
営
は
、
オ
ー
ナ
ー
と
収

入
・
費
用
・
労
働
を
分
配
（
シ
ェ
ア
）
し
て
行

う
共
同
経
営
シ
ス
テ
ム
の
事
で
、
若
い
酪
農
家

が
知
識
・
経
験
・
資
金
を
蓄
積
し
オ
ー
ナ
ー
経

営
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
前
段
階
の
経
営
形

態
で
す
。

　

Ｎ
Ｚ
の
プ
ラ

イ
マ
リ
ー
Ｉ
Ｔ

Ｏ
（
生
産
者
研

修
機
関
）
に
よ

る
Ｏ
Ｊ
Ｔ
的
な

研
修
や
オ
ン
ラ

イ
ン
学
習
、
資

格
認
定
制
度
等

の
話
題
提
供
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
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経営者の眞嶋雄二氏（左）

幅７mの堆肥クレーン

　

最
後
に
小
林
統
括
理
事
よ
り
、
来
年
度
Ａ

Ｌ
Ｉ
Ｃ
の
若
手
従
業
員
１
〜
２
名
を
当
Ｊ
Ａ

管
内
の
農
場
へ
の
研
修
受
け
入
れ
に
対
す
る

依
頼
が
あ
り
、
こ
れ
を
快
諾
し
、
後
日
連
絡

を
取
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。

11
月
17
日　

眞
嶋
牧
場
で
糞
尿
処
理

　
　
　
　
　

施
設
を
視
察
（
栃
木
県

　
　
　
　
　

那
須
塩
原
市
）

　

当
Ｊ
Ａ
で
建
設
予
定
の
新
哺
育
・
育
成
預

託
セ
ン
タ
ー
に
、
設
置
を
検
討
中
の
家
畜
糞

尿
施
設
と
同
様
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い

る
眞
嶋
牧
場
を
視
察
致
し
ま
し
た
。

　

昭
和
38
年
に
開
拓
政
策
に
よ
り
入
植
し
た

眞
嶋
氏
が
、
そ
の
後
Ｕ
Ｆ
Ｏ
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー

的
な
ク
レ
ー
ン
を
利
用
し
て
自
動
給
餌
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
、
続
い
て
堆
肥
処
理
に
も
応

用
を
検
討
、
実
施
し
た
経
過

や
農
場
の
概
要
説
明
を
受
け

た
後
、
農
場
内
を
視
察
し
ま

し
た
。

　

糞
尿
処
理
施
設
は
、
経
産

牛
の
糞
尿
（
水
分
85
％
）
を

オ
ガ
ク
ズ
と
戻
し
堆
肥
（
水

分
55
％
）
の
水
分
調
整
剤
に

よ
り
70
％
程
度
に
調
整
し
た

地
下
式
ピ
ッ
ト
か
ら
ク
レ
ー

ン
で
引
き
上
げ
て
第
１
発
酵

槽
へ
移
動
し
、
以
後
７
日
毎
に
５
回
（
35
日

間
）
隣
の
発
酵
槽
へ
移
さ
れ
ま
す
。
移
動
の

際
に
ク
レ
ー
ン
に
よ
る
自
動
切
り
返
し
と
底

面
か
ら
吸
引
ブ
ロ
ア
で
発
酵
ガ
ス
を
吸
引
す

る
事
に
よ
っ
て
、
最
後
の
第
５
発
酵
槽
の
糞

尿
は
臭
い
も
無
く
ほ
と
ん
ど
土
の
よ
う
な
印

象
で
、
一
部
は
戻
し
堆
肥
（
敷
料
）
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
預
託
セ
ン
タ
ー
の
施
設
設
置
検
討

に
際
し
、
大
変
参
考
に
な
る
農
場
視
察
で
し

た
。

女性部上春別支部フレミズ部会視察研修旅行

笑
い
合
い
な
が
ら
楽
し
く
調
理

　

12
月
13
日
、
女
性
部
上
春
別
支
部
フ
レ
ッ
シ

ュ
ミ
ズ
部
会
で
は
計
根
別
に
あ
る
中
標
津
町
畜

産
食
品
加
工
研
修
セ
ン
タ
ー
で
乳
製
品
を
使
用

し
た
料
理
講
習
会
を
開
催
し
、
部
会
員
５
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

 

加
工
体
験
し
た
メ
ニ
ュ
ー
は
チ
ー
ズ
ソ
ー
セ
ー

ジ
と
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
で
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
作
り
で

は
肉
や
チ
ー
ズ
を
カ
ッ

ト
す
る
と
こ
ろ
か
ら
自

分
達
で
行
い
、
腸
詰
め

は
慣
れ
な
い
作
業
で
、
肉
を
詰
め

過
ぎ
て
途
中
で
破
裂
し
た
り
、
逆

に
肉
が
少
な
く
て
ゆ
る
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
り
、
笑
い
合
い
な
が
ら

楽
し
く
調
理
し
ま
し
た
。

　

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
は
牛
乳
や
脱

脂
粉
乳
な
ど
が
入
っ
た
ミ
ッ
ク
ス

を
、
冷
え
た
容
器
に
入
れ
ハ
ン
ド

ル
を
回
し
続
け
る
と
10
分
程
で
出

来
上
が
り
ま
し
た
。
上
手
く
作
る

ポ
イ
ン
ト
を
講
師
に
教
わ
り
な
が

ら
、
昼
食
時
に
出
来
立
て
の
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
を
試
食
し
、
乳
製
品

の
美
味
し
さ
と
調
理
方
法
に
つ
い

て
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
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　11月9日から12月5日の日程で、審査員に北海道ホルスタイン農業協同組合　稲山智明審査員、渡部
幸一審査員を迎え、平成28年度後期（A日程）体型調査及び牛群審査が行われました。
　牛群審査については、根室支所・中川佳代氏所有センターランド　マツトロイ　チヤンプ　サンチエ
ス号がEX92点、センターランド　バーリー　サンチエス号、センターランド　トリビユート　ダーハ
ム　パワー号がEX91点、センターランド　マツトロイ　ダンデイ号、別海支所・山賀秀一氏所有ダイ
アリー　バーク　シヨーウインド号がEX90点を獲得しました。また、初産において、根室支所・(有)
武隈牧場所有エクセルランド　ウオーカー　スパークリング　ジユニア号、上春別支所・佐久間　淳氏
所有メリーランド　BKM　スター　エラ号が決定得点84点を獲得しました。おめでとうございます。
　なお、後代検定体型調査については、調査結果はこれからの後継牛の選抜・淘汰に欠くことのできな
い種雄牛評価値の貴重なデータとして活用される事となりますので、今後とも乳検への加入、後代検定
精液の利用ならびに、体型調査へのご協力をお願いいたします。
　今回、調査協力をいただきました生産者の皆様に感謝申し上げ報告といたします。

後期A日程体型調査・牛群審査
根室支所 中川佳代牧場　EX4頭獲得！！
後期A日程体型調査・牛群審査
根室支所 中川佳代牧場　EX4頭獲得！！

決定得点87点以上牛一覧
センターランド　マツトロイ　チヤンプ　サンチエス
センターランド　バーリー　サンチエス
センターランド　トリビユート　ダーハム　パワー
センターランド　マツトロイ　ダンデイ
ダイアリー　バーク　シヨーウインド
バンブーフラワー　ミラーアウト　フイーバー
テインカーベル　AD　ミカエル
インカ　ゴールドウイン　アローン
センターランド　チヤンプ　ウツド
フオレストフエアリー　DB　ローソリテイ ET
ラツス　ウインドブルツク　ベル
センターランド　アカロイ　ツー　ET
フレーバーランド　ダンデイー　アフターシヨツク
センターランド　バロア　デイストライ
マラソン　サザン　ストーリー
グリーンリバー　プレシヤス　アイオーン
マウントエース　シヤルマン　ダンデイー
パブスト　マセラテイ　マーク
エスデール　デンプシー　パラダイス
マツクスデーリイ　フイーバー　ガール
フアインクエスト　スパークリング　アーチヤー
ロツクマン　ジエレミー　ギヤレツト
マウントエース　マーガー　ブラクストン　フジ
イーストスター　ザジエマ　ゴールドウイン　ET
マウントエース　アームステツド　ウイナー　ジユリー
エスデール　ロキシー　アルタザツプ
センターランド　マツトロイ　チヤンプ　ローソリテイ
エクセルランド　ラツキー　ローソリテイ
RTS　ミス　エレクトラ　セイレーン　ET
ミドリ　スプラツシユ　スター
イーストブルー　MS　ハーネス　テイナ
エクセルランド　ウオーカー　トム　フイーバー
フレーバーランド　サラ　ビユーテイー　アイオーン
フレーバーランド　ダンデイー　グラス　フイーバー
マラソン　トイ　ラプトー
トライデイ　マツク　シド
メリーランド　バツクス　スター　エラ
ビツクゲート　ウイニング　マツクフアー
ビツクゲート　ゴールドウイン　ラフイー
ビツクゲート　ミリオン　ゴンベール
グレイスフル　TB　アヴリル　ジヤンクシヨン　ルル
イーストスター　アレキサンダー　クリント
メリーランド　ルシナ　ブレイク　フアースト　ET

7H8190
7H8190
80H1056
94H10276
200H3501
200H5592
7H7004
200H3205
7H10506
200H5588
200H3501
29H9023
94H14105
94H13666
7H8190
JP3H53584
94H10276
JP5H53241
7H9264
200H5592
JP3H53999
29H13083
7H9165
200H3205
JP3H53940
11H9791
200H5588
200H5588
200H5024
JP3H53998
200H5588
200H5592
JP3H53584
200H5592
1H7235
200H2137
11H8195
55164

200H3205
7H8165
29H11942
7H8221
11H8195

06－07
05－09
06－11
04－03
04－10
05－01
05－02
06－09
03－06
04－03
04－04
05－01
05－02
05－03
05－06
05－08
06－02
06－04
03－01
03－09
04－01
04－01
04－02
04－02
04－03
04－05
04－05
04－06
04－06
04－06
04－08
04－11
05－00
05－01
05－01
05－02
05－02
05－02
05－05
05－06
06－04
06－08
06－08

中川　佳代氏
中川　佳代氏
中川　佳代氏
中川　佳代氏
山賀　秀一氏
竹花　新吉氏
㈲オードリーファーム
㈲オードリーファーム
中川　佳代氏
羽石　勝幸氏
㈲オードリーファーム
中川　佳代氏
平澤　優作氏
中川　佳代氏
佐藤　正一氏
今井　明郎氏
安部　政博氏
㈲オードリーファーム
㈲佐々木牧場
佐久間　勝氏
丹羽　博文氏
宇居　幸子氏
安部　政博氏
齊藤　哲夫氏
安部　政博氏
㈲佐々木牧場
中川　佳代氏
㈲武隈牧場
安部　政博氏
㈲オードリーファーム
笠原　穣二氏
㈲武隈牧場
平澤　優作氏
平澤　優作氏
佐藤　正一氏
佐藤　正一氏
佐久間　淳氏
大門　貴幸氏
大門　貴幸氏
大門　貴幸氏
今井　明郎氏
齊藤　哲夫氏
佐久間　淳氏

根　室
根　室
根　室
根　室
別　海
西春別
別　海
別　海
根　室
別　海
別　海
根　室
別　海
根　室
上春別
西春別
別　海
別　海
根　室
根　室
別　海
西春別
別　海
別　海
別　海
根　室
根　室
根　室
別　海
別　海
別　海
根　室
別　海
別　海
上春別
上春別
上春別
西春別
西春別
西春別
西春別
別　海
上春別

92
91
91
90
90
89
89
89
88
88
88
88
88
88
88
88
88
88
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87
87

得点 名　　　　　　号 父略号 審査年齢 所 有 者 支 所

初産決定得点84点以上牛一覧
エクセルランド　ウオーカー　スパークリング　ジユニア
メリーランド　BKM　スター　エラ

JP3H53999
7H11477

02－11
02－07

㈲武隈牧場
佐久間　淳氏

根　室
上春別

84
84

得点 名　　　　　　号 父略号 審査年齢 所 有 者 支 所



探してみよう、乾乳期にできること！
　11月に北根室地区農業改良協議会が主催した酪農セミナーの内容から、
乾乳管理のポイントをまとめました。ほ場作業が落ち着く冬の間に、乾乳
管理について、もう一度見直してみましょう！

　ポイント１「栄養」

　　代謝タンパク質（飼料由来のタンパク質＋反芻胃内の微生物由来のタンパク質）を充足させる
　　　乾物摂取量を大きく低下させないことが大前提ですが、タンパク質も胎児の成長や、分娩後に備
　　えた筋肉の保持のために重要です。太りすぎないようにエネルギーを抑えつつ、粗飼料の栄養価に
　　応じた単味飼料を給与して代謝タンパク質を充足させましょう。

　　良質な粗飼料を与える
　　　酪酸が検出されたサイレージの給与は、ケトーシスのリスクを高めます。良質なものがない場合
　　は、乾草の併給などの対策を考えましょう。

　ポイント２「施設」

　　雪の吹き込み対策
　　　軒下から雪が吹き込む環境では、牛舎内を快適には保てません。牛
　　舎の新築時に限られますが、軒の開口部に図のような吹き込み防止板
　　を取り付ければ、雪の吹き込みを解消できます。

　　冬のフリーバーンは要注意！
　　　コンクリ－トの上の敷料は、下からだんだんと凍結していることも
　　あります。マットの敷設（写真）によって底冷えを防げば、母牛の横
　　臥時間が増え、子宮への血流と胎児への栄養供給が増加するので、死
　　産のリスクを低減できます。

　　暑熱対策
　　　乾乳期間中の暑熱対策は乾物摂取量の増加につながり、分娩後のト
　　ラブル減少や乳量アップが期待できます。春先にすぐに対策できるよ
　　う、換気扇や遮光ネットの取付を検討しておきましょう。

　ポイント３「管理」

　　周産期の過密は厳禁！
　　　起立不能や第四胃変位の発生リスクは、休息スペースが狭いと高くなります。

　　敷料は厚く敷く！
　　　起立不能の発生リスクは、飼養密度が狭くても敷料が厚ければ（15㎝以上）リスクが下がる傾向
　　もあります（根釧農試アンケート調査より）。どうしても混雑する時期は、敷料を厚くするなどの
　　管理で、トラブルを回避しましょう！

　　ぼーっと立っている牛は要注意！
　　　乾乳牛は、寝ているか、起きて食べるか反芻しているか、常に何かの行動をとっているべきです。
　　ぼーっと立っている牛がいる場合は、必ず理由があるはずです。ストレスなく「寝て」「起きて」
　　「食える」環境か、もう一度チェックしてみましょう！

写真　底冷え対策でマットを敷設

図　雪の吹き込み対策
　　（H24 根釧農試原図）
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青色申告決算書を使った所得解析
十勝農業試験場　生産システムグループ　吉田　裕介

　青色申告決算書を用いて、基準年と比較した際の農業所得の変化と、所得変化の要因を明らかにする
手法について解説します。解析に当たっては、青色申告決算書の損益計算書（１頁目）と収入金額の内
訳（２頁目）、乳牛飼養頭数データを２年分準備します。

　解析結果を図示しました（数値はモデル値）。「所得の変化」欄には、実績年と基準年の所得差が変
化率で示されます。また、「所得の変化」欄より下には収入と経費が所得変化に与えた影響が「寄与
度」という指標を用いて示されます。寄与度がプラスであれば所得の増加、マイナスであれば所得の減
少に影響しており、数値が大きいほど影響が大きいことを意味しています。
　次に、解析結果の見方を説明します。解析例では、所得が15.5%増加しました。その要因を見ると、
所得の増加には収入の増加（＋13.5）と経費の減少（＋2.0）の双方が影響したことがわかります。
　所得変化の要因をみると、収入の増加は個体販売額の上昇（＋22.4）及び生乳販売額の上昇（＋
21.5）が大きく影響していました。さらに生乳販売額の増加は、１頭当たり乳代の増加（＋20.3）に
よるものでした。１頭当たり乳代は、個体乳量が減少したものの、乳価の上昇分でカバーできたため上
昇しました。経費の減少（＋2.0）は購入飼料費の低下（＋4.5）が大きく影響しており、これは１頭当
たり購入飼料費の低下（＋5.0）によるものでした。
　今回紹介した所得解析は、解析を自動化したエクセルファイルを利用したものであり、誰でも実践可
能です。使用に当たっては、地域の普及センターに問い合わせるか、道総研十勝農業試験場生産システ
ムグループ（経営）のホームページ（https://www.hro.or.jp/list/agricultural/research/tokachi/keiei/
bluereturn/bluereturn.html）をご覧ください。

図　所得の推移とその変化の要因

千円 ％

千円 ％

％ （実績年－基準年）÷基準年

頭

頭

所得額 所得率

基準年 10,867 基準年 12.7
所得の変化 実績年 12,552 実績年 14.4
15.5 変化率 15.5

頭数

基準年 110
経費 収入 実績年 111
2.0 13.5

棚卸資産 期中投入 その他 生乳 事業消費 個体販売

1.7 0.3 -31.7 21.5 1.3 22.4
※雑収入・農産
収入等を含む

自給飼料 購入飼料 その他 頭数 １頭当たり乳代

-0.8 4.5 -3.4 1.2 20.3

１頭当たり 頭数 乳価 個体乳量

5.0 -0.5 36.1 -15.8

数値はモデル値



●【経営科】カナダ酪農を視察！
　１１月６日（日）～１１
月１４日（月）の９日間、
平成２８年度海外視察研修
に、生徒１名、引率教員１
名で参加しました。今年で
３年目となるカナダ視察研
修です。今年は、前半でケ
ベック州の牧場見学２軒と
ナイアガラ周辺の牧場１軒を視察し、後半はロイヤ
ル・ウインターフェアを視察しました。
　視察した酪農家はいずれも経営方針に独自性があり、
正に『牛に対する情熱と家族経営に対する愛情が感じ
られる酪農家』ばかりでした。
　１軒目のぺティシェレルクホルスタインファームは、
施設に工夫が多く見られ、育成舎に関しては、外部か
ら鳥が侵入しても留まるところがないので、糞の被害
がほとんどないという話をお聞きしました。また、
EX９３点の牛を筆頭に、体型審査において優秀な牛
が多く、実際に見た生徒も「サイズが日本とは全く違
う」と感銘を受けていました。２軒目のジェイコブス
牧場も、共進会に力を入れる「ショー命」の牧場で、
個体と授精卵の販売も多く行っていました。牛体管理
に関してもこだわりがあり、肢蹄の疾病を予防するた
めに、外部委託で年４回
の削蹄を行うとのことで
した。視察に訪れた日も、
実際に牛舎内で実施して
いました。
　３軒目の視察先のサミ
ットホルムホルスタイン
ズファームは、飼養頭数
が６５０頭、ミルキング
パーラー搾乳形式で、３回搾乳を実施しているという
大規模経営の牧場でした。衛生面においては、フリー
ストール牛舎の牛床には全て砂が敷いてあり、乳頭口
からの雑菌の混入防止や、肢蹄の疾病を予防している
ということです。生徒も「おがくずを敷いているのは
見た事があるが、全てのベッドに砂が敷いてあるのは
初めて」と驚いていました。
　ロイヤルショーでは
様々な家畜のコンテスト
などと共に世界に名高い
ホルスタインショーを見
学しました。会場は見学
者であふれており、家畜
のショーだけではなく、

関連商品のブースや展示もあり、日本の共進会とは全
く違うことを思い知らされました。
　出品牛はどの牛も素晴らしく、日本と比べ、尻や肋
腹の構造に大きな違いがありました。また乳器も幅、
高さとも素晴らしく、更にその牛たちを引き立たせる
出品技術にも圧倒されました。
　研修期間中は好天に恵まれ、酪農視察の他にもナイ
アガラの滝やケベックシティの見学もできました。今
回は学校単独ではなく、酪農家の方や酪農雑誌関係の
方とご一緒させていただきましたが、どの方にも大変
親切にしていただき恵まれた研修となりました。ご支
援いただきました別海町、別海町酪農後継者を育てる
会（原井松純会長）ならびに関係者のみなさんに心か
らお礼申し上げます。
●【専攻科】修了研究活動発表会実施
　１１月２８日（月）修了研究活動発表会が実施され
ました。２年目学生が１年
間自家の課題解決のため、
研究に取り組んだ成果を発
表するものです。
　今年度は、「子牛の暑熱
対策の検討」、「性選別精液
の利用による経済効果につ
いて」、「TMR品質向上～
食い込める餌を作るために～」と題して３つの発表が
ありました。それぞれ、子牛の夏場の暑熱対策、性選
別精液を導入した時のコストの考察、良質なTMR製
造による飼養管理の結果を発表し、関係機関から６名
の講師の先生より、様々な視点から助言やご意見を頂
きました。専攻科を修了してからもご助言いただいた
ことを参考に、今後の経営改善に継続して取り組んで
ほしいと思います。
●【専攻科】根室管内青年農業者会議へ参加
　１２月７日（水）に根釧農業試験場にて根室管内４
Ｈクラブ連絡協議会・北海道根室振興局主催の第４２
回根室管内青年農業者会議が開催され、学生８名が参
加しました。この会議は、
管内農業の担い手として
実践活動を行っている青
年農業者が、実践活動を
通じて身につけた知識や
技術の交換を行い、相互
の交流を深める会議です。
 アグリメッセージ部門
では、１年目学生の佐伯
　遥さんが別海高校農業特別専攻科として発表しまし
た。東京から別海に来道し、酪農についての熱い思い
を述べていました。結果は堂々の優秀賞でした。本人
は結果に満足した様子でした。参加学生は、次年度の
青年農業者会議の入賞に向け、取り組んでいきたいと
話していました。

学生発表の様子

アグリメッセージ発表の様子

ジェイコブス牧場

ロイヤルショーの様子

ペティシェレルク牧場の様子

交流会の集合写真
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H28H28年度原料草収量・栄養調査結果年度原料草収量・栄養調査結果
　　　＆H28年度産サイレージ分析結果報告　　　＆H28年度産サイレージ分析結果報告
H28年度原料草収量・栄養調査結果
　　　＆H28年度産サイレージ分析結果報告

【H28年度原料草収量・栄養調査】
　平成25年度より、牧草収量・栄養価の傾向を把握することを目的に、管内草地（植生改善実施後含む）
を対象とした収量調査・栄養価分析（１番草前・２番草前）を実施しております（５カ年追跡調査）。
　今回、今年度の調査結果についてまとめましたので報告致します。

◇H28年度産サイレージは、H27年度産に比べ、1番草・2番草ともにCP・TDNがやや高く、
NDFがやや低くなっております。アンモニア態窒素については、2番細断サイレージのみ
H27年度産に比べやや高くなっております。

◇収量（1番＋2番）については、生草で3,599kg/10a（前年比89％）、乾物で641kg/10a（前年比82％）、
乾物収量にＴＤＮを加味した乾物ＴＤＮ収量は387kg/10a（前年比82％）となっております。今年の2番草に
関しては長雨等の影響により刈取りが遅れたため、実際の数値とは異なる場合はありますが、傾向としては例
年に比べて1.5～2割程度減収となりました。
◇圃場年数別にみると、TDN収量で3年目以内が390kg/10a、4～7年目が375kg/10a、8年目以上が
370kg/10aとなっており、圃場年数が経過するにつれて徐々にではありますが減収傾向がみられました。

○全体・圃場年数別平均

※ＴＹ主体草地のみ抽出（栄養調査未実施圃場含む）

（H28年12月17日現在／ホクレン・雪印種苗㈱提供分）

※水分が60％より高いものを細断、60％以下のものをロールとして区分（明記されているもの除く）

番草 年度

H27

～3年目
4～7年目
8年目以上
全　体
～3年目
4～7年目
8年目以上
全　体
～3年目
4～7年目
8年目以上
全　体
～3年目
4～7年目
8年目以上
全　体

47
11
4
62
41
11
4
56
35
10
3
48
37
10
4
51

2,788
2,458
2,444
2,707
2,464
2,074
2,555
2,394
1,378
1,295
1,023
1,339
1,234
1,110
1,184
1,205

486
454
438
477
418
366
396
406
310
302
254
305
235
239
218
235

59.79
59.21
59.85
59.69
59.66
60.56
59.60
59.76
62.29
62.82
63.14
62.45
61.57
60.84
60.20
61.39

290
268
261
284
246
227
236
243
192
190
160
190
144
148
134
144

10.83
10.23
10.85
10.72
11.92
10.90
10.61
11.69
13.85
14.18
13.68
13.91
14.99
15.65
16.80
15.19

66.28
66.85
66.55
66.40
66.22
65.04
66.78
66.12
60.07
58.76
59.00
59.73
61.80
62.89
61.12
61.88

15.78
14.92
15.89
15.63
14.47
16.98
15.39
14.85
19.23
19.87
20.63
19.45
15.47
14.29
14.05
15.24

6/15

～

6/19

6/16

～

6/23

8/24

～

8/28

8/17

～

9/11

H28

H27

H28

圃場年数 検体数調査
期間

生草収量
（㎏/10a）

乾物収量
（㎏/10a）

ＴＤＮ
（乾物％）

ＣＰ
（乾物％）

ＮＤＦ
（乾物％）

ＮＦＣ
（乾物％）

乾物TDN収量
（kg/10a）

１　

番　

草

2　

番　

草

区　分

細　断

ロール

年　度
検　体 ＣＰ ＴＤＮ ＮＤＦ ＮＨ3-Ｎ 検　体 ＣＰ ＴＤＮ ＮＤＦ ＮＨ3-Ｎ

H27
H28
H27
H28

555
236
273
112

255
40
67
29

10.30
11.34
9.71
10.67

13.78
14.82
13.24
13.79

59.28
60.43
60.39
61.04

60.71
59.43
62.51
61.24

9.93
10.32
3.93
3.95

57.93
59.52
57.75
58.72

69.54
67.12
70.06
68.73

13.29
8.92
5.97
4.42

1番草（上段：H27／下段：H28年） 2番草（上段：H27／下段：H28年）

【H28年度産 道東あさひ管内サイレージ分析結果】

H27-28収量比較
5,000
4,000
3,000
2,000
1,000

0
生草

4,046
3,5991.5～2割

程度減

782 641

H27 H28

２番草
１番草

乾物 生草 乾物

収
量
［
㎏
/1
0
a
］

圃場年数別収量比較
1,000
800
600
400
200
0収

量
［
㎏
/1
0
a
］

〔営農部　生産向上対策課〕

２番草 １番草

乾物

～3年目 4～7年目 8年目以上

TDN 乾物 TDN 乾物 TDN

653

390

605

375

614

370

徐々に
減収傾向
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生
命
共
済
と
傷
害
共
済
で
、
入
院
・
通
院
共
済

金
を
ご
請
求
し
て
い
た
だ
く
場
合
、
診
断
書
取

得
・
提
出
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
所
定
の

条
件
を
満
た
せ
ば
「
治
療
報
告
書
制
度
」
に
よ
る

自
己
申
告
と
領
収
書
提
出
の
み
で
共
済
金
を
ご
請

求
い
た
だ
け
ま
す
。

　

病
院
で
診
断
書
を
取
得
す
る
手
間
や
費
用
負
担

も
無
く
な
り
、
共
済
金
ご
請
求
ま
で
の
時
間
が
短

縮
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
活
用

く
だ
さ
い
。
ご
利
用
条
件
に
つ
い
て
は
、
ご
加
入

先
の
Ｊ
Ａ
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

平
日
に
時
間
が
と
れ
な
い
方
へ
、

完
全
予
約
制
の
土
曜
日
健
診
を
開
始
し
ま
し
た
。

【
旭
川
】
毎
月
第
２
・
４
土
曜
”土
曜
ド
ッ
ク
“
を

実
施
。（
男
性
対
象
・
各
種
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
可

能
）
随
時
予
約
受
付
中
で
す
の
で
、
お
電
話
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
℡
0
1
6
6

－

3
3

－

7
1
7
1
）

【
札
幌
】
毎
月
第
２
土
曜
に

”膵
臓
・
胆
の
う

ド
ッ
ク
“
を
実
施
中
。

（
℡
0
1
1

－

2
5
1

－

5
7
1
3
）

【
帯
広
】
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査

”脳
ド
ッ
ク
“
を
平

成
29
年
１
月
よ
り
毎
月
第
２
土
曜
に
実
施
い
た
し

ま
す
。

（
℡
0
1
5
5

－

2
4

－

4
1
6
1
）　

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活
動
内

容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議
事
項
の
実
践
や
そ
の

時
々
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
な
ど
、
組
合
員
の
皆
様
に
定

期
的
に
お
伝
え
し
ま
す
。

　

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ

イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

Ｈ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
「
秋
の
恵
み
に
感
謝
カ
ン
ゲ

キ
！
北
海
道
農
業
応
援
ス
ペ
シ
ャ
ル
!!
」（
11
月
３

日
）
を
通
し
て
、
農
業
の
魅
力
を
一
日
中
発
信
し

続
け
ま
し
た
。

　

寄
せ
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
４
，
５
６
６
件
。

内
田
副
会
長
が
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
に
つ
い

て
お
話
を
さ
れ
た
、
カ
ー
ナ
ビ
ラ
ジ
オ
公
開
生
放

送
に
は
、
延
べ
400
名

が
来
場
し
、
大
盛
況
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

ア
プ
リ
「
Ｊ
Ａ
２
Ｍ

Ｐ
」
で
は
、
道
内
の

生
産
者
や
直
売
所
を

巡
る
中
継
キ
ャ
ラ
バ

ン
等
の
期
間
限
定
お

宝
画
像
も
発
信
。
地

域
と
の
繋
が
り
が
感

じ
ら
れ
る
サ
ポ
ー
タ

ー
550
万
人
づ
く
り
へ

の
貴
重
な
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

　

11
月
に
農
業
経
営
者
支
援
の
一
環
と

し
て「
農
業
経
営
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
開
催
。

　

｢

あ
ぐ
り
王
国｣

の
森
崎
博
之
氏
が
所
属
す
る
㈱

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
オ
フ
ィ
ス
キ
ュ
ー 

鈴
井
代
表

に｢

道
内
農
業
の
魅
力
の
再
発
見
と
発
信｣

を
、
学

習
院
女
子
大
学 

江
口

名
誉
教
授
に｢

道
内
農

業
に
求
め
ら
れ
る

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
発

想｣

を
講
演
頂
き
、
参

加
者
か
ら
は｢

農
業
経

営
の
ヒ
ン
ト
を
得
た｣

「
農
業
の
魅
力
を
探

求
す
る
姿
に
感
銘
を

受
け
た
」
等
好
評
を

頂
き
ま
し
た
。

　

全
道
の
ホ
ク
レ
ン
Ｓ
Ｓ
で
７
月
〜

９
月
に
展
開
し
た
「
２
０
１
６
『
ラ
ブ
＆
ハ
ー

ト
』
チ
ャ
リ
テ
ィ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
寄
せ
ら
れ

た
募
金
と
一
部
売
上
の
、
総
額
300
万
円
を
北
海
道

社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄

託
し
ま
し
た
。
今
年
で

35
回
目
の
当
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
、
社
会
貢
献

活
動
「
ホ
ク
レ
ン
シ
ー

ズ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

一
環
。
道
内
約
780
の
児

童
保
育
施
設
に
、
絵
本

や
文
学
書
の
購
入
費
用

と
し
て
ご
利
用
い
た
だ

き
ま
す
。

Ｊ
Ａ
グループ
通
信

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連

ホ
ク
レ
ン

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連
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地
域
で
で
き
る
災
害
時
の
備
え

万
一
に
備
え
よ
う　

わ
が
家
の
防
災

災
害
危
機
管
理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

和
田
隆
昌

「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
」
の
欠
如
が
地

域
の
「
防
災
力
」
を
著
し
く
低
下
さ
せ
て

い
ま
す
。
特
に
都
市
部
で
は
そ
の
傾
向
が

強
く
、
隣
に
誰
が
住
ん
で
い
る
の
か
も
わ

か
ら
な
い
、
大
型
の
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
な

ど
で
は
近
隣
の
つ
な
が
り
が
希
薄
で
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
住
民
同
士
で
助
け
合
う

こ
と
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。

　

毎
月
、
全
国
各
地
の
防
災
会
や
自
治
会

で
セ
ミ
ナ
ー
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
ど
こ

も
参
加
率
の
低
さ
が
悩
み
の
種
で
す
。
誰

も
が
「
喉
元
過
ぎ
れ
ば…

…

」
の
意
識
が

強
く
、
か
つ
て
被
災
し
た
地
域
で
も
５
〜

10
年
た
つ
と
危
機
意
識
は
薄
れ
て
い
き
ま

す
。
ま
し
て
被
害
の
な
か
っ
た
地
域
で
は

防
災
意
識
を
持
続
す
る
の
は
困
難
で
す
。

な
ら
ば
最
初
か
ら
「
災
害
対
策
」
な
ど
と

か
し
こ
ま
ら
ず
に
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
」
を
持
続
さ
せ
る
に
は
、
飲
み
会

や
遊
び
の
イ
ベ
ン
ト
の
方
が
む
し
ろ
効
果

的
で
す
。「
安
全
」「
安
心
」
な
地
域
と
い

う
の
は
住
民
同
士
が
気
楽
に
集
ま
り
、
あ

い
さ
つ
や
声
掛
け
を
し
て
く
れ
る
よ
う
な

地
域
な
の
で
す
。
そ
し
て
地
域
で
行
わ
れ

る
防
災
訓
練
や
避
難
訓
練
に
は
面
倒
が
ら

ず
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。
そ
こ
で
顔
を
合

わ
せ
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
住
民
同
士
助

け
あ
え
る
体
制
を
つ
く
る
こ
と
。
そ
れ
こ

そ
が
地
域
の
被
災
リ
ス
ク
を
下
げ
る
一
番

の
対
策
に
な
る
の
で
す
か
ら
。

　

広
域
の
被
害
が
発
生
し
た
場
合
、
公
的

な
支
援
は
す
ぐ
に
は
地
域
に
届
き
ま
せ
ん
。

特
に
生
死
を
分
か
つ
よ
う
な
場
合
で
は
、

よ
く
い
わ
れ
る
よ
う
に
「
自
助
」
「
共

助
」
の
有
無
が
大
き
な
差
に
な
っ
て
表
れ

ま
す
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
倒
壊

家
屋
か
ら
救
助
さ
れ
た
住
民
の
７
割
が
地

域
住
民
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
災
害
が
発

生
し
て
も
警
察
や
自
衛
隊
は
す
ぐ
に
駆
け

付
け
て
は
く
れ
ま
せ
ん
。
自
分
が
窮
地
に

陥
っ
た
と
き
に
、
頼
り
に
な
る
の
は
自
分

自
身
と
ご
近
所
さ
ん
な
の
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
地
域
住
民
同
士
で
助

け
合
う
「
共
助
」
に
お
い
て
は
、
近
年

第11回理事会報告　平成28年12月27日開催
議案第１号　　第２四半期末監事監査に係る処理顛末について
議案第２号　　規程類の一部改正について
議案第３号　　平成29年度役員報酬審議会への諮問について
議案第４号　　固定資産（建物・構築物）の除却について
議案第５号　　資産査定業務に係る評価基準額について
議案第６号　　理事者に対する平成29営農年度組合員勘定取引
　　　　　　　供給限度額、貸越極度額及び家計費現金供給額
　　　　　　　の設定について
議案第７号　　特定組合員に対する平成29営農年度組合員勘定
　　　　　　　取引供給限度額、貸越極度額及び家計費現金供
　　　　　　　給額の設定について
議案第８号　　特定組合員に対する一般長期資金の貸付につい
　　　　　　　て
議案第９号　　一般組合員に対する農業経営基盤強化資金の借
　　　　　　　入と貸付について

報告事項１　　第３四半期末監事監査の実施について
報告事項２　　平成28年度経営定期点検実施報告について
報告事項３　　貸借対照表及び損益計算書（11月末）について
報告事項４　　組合員の動向（11月末）について

報告事項５　　定款第57条第６項に基づく貸出金に係る理事会
　　　　　　　承認案件の処理状況について
報告事項６　　融資審査会の結果について
報告事項７　　特定組合員実績（11月末）について
報告事項８　　営農サポートセンター構想に係る進捗状況につ
　　　　　　　いて
報告事項９　　平成28年度草地植生改善事業機械利用状況につ
　　　　　　　いて
報告事項10　　年末年始休業中の組合員緊急連絡体制について
報告事項11　　販売事業実績（11月末）について
報告事項12　　ＪＡ道東あさひ平成28年度サルモネラ・ヨーネ
　　　　　　　病発症農家地図について
報告事項13　　ホクレン異常気象に伴う特別対策（奨励）につ
　　　　　　　いて
報告事項14　　購買事業実績（11月末）について
報告事項15　　行事予定について
報告事項16　　平成28年度補正畜産・酪農収益力強化整備等特
　　　　　　　別対策事業（機械導入事業）の取扱いについて
報告事項17　　肥料情勢及び肥料コスト低減に向けた取組みに
　　　　　　　ついて
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
本
年
も
Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ

ひ
広
報
誌
「
ま
き
ば
の
風
〜
ぽ
か

ぽ
か
〜
」
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
酪
農
協
議
会
の
活

動
を
振
り
返
り
、
特
集
と
し
て
視

察
研
修
と
講
演
会
の
模
様
を
掲
載

致
し
ま
し
た
。
私
た
ち
の
住
む
地

域
で
も
過
去
に
釧
路
沖
地
震
な
ど

の
大
地
震
を
経
験
し
、
こ
の
よ
う

な
震
災
は
い
つ
身
に
降
り
か
か
る

か
分
か
り
ま
せ
ん
。
視
察
研
修
に

参
加
さ
れ
た
組
合
員
さ
ん
の
レ
ポ

ー
ト
か
ら
は
、
同
じ
農
業
に
携
わ

る
者
と
し
て
被
災
地
を
思
う
声
が

多
く
あ
り
、
そ
れ
に
応
え
る
よ
う

に
講
演
し
て
い
た
だ
い
た
田
中
一

正
社
長
か
ら
は
、
フ
ェ
リ
ス
ラ
テ

に
対
す
る
熱
い
思
い
を
聴
く
こ
と

が
で
き
、
参
加
さ
れ
た
方
も
勇
気

や
力
を
も
ら
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
ま
し
た
。

区　　分 11　　月 累　　計 脂肪率 無脂固形分率 補給金単価 ＦＡＴ単価 ＳＮＦ単価 乳質単価 乳代合計

296,577t

98.0%

61,728t

98.7%

27,374t

96.1%

7,056t

97.0%

4,711t

90.0%

11,836t

97.1%

3,770t

99.2%

2,553,541t

100.8%

529,385t

100.8%

236,343t

98.5%

59,974t

99.2%

40,093t

93.7%

103,609t

99.8%

32,667t

99.4%

4.10%

4.05%

4.14%

4.11%

4.15%

4.11%

4.08%

4.08%

4.18%

4.13%

4.16%

4.10%

4.20%

4.16%

8.87%

8.83%

8.83%

8.77%

8.82%

8.77%

8.80%

8.76%

8.85%

8.80%

8.81%

8.75%

8.83%

8.77%

5.45円

5.86円

5.45円

5.86円

5.45円

5.86円

5.45円

5.86円

5.45円

5.86円

5.45円

5.86円

5.45円

5.86円

37.43円

36.67円

37.86円

37.17円

37.90円

37.18円

37.30円

36.91円

38.20円

37.43円

37.98円

37.11円

38.37円

37.62円

51.41円

50.65円

51.17円

50.35円

51.12円

50.30円

51.01円

50.27円

51.32円

50.49円

51.08円

50.24円

51.18円

50.33円

3.75円

3.77円

3.78円

3.82円

3.78円

3.82円

3.85円

3.83円

3.82円

3.89円

3.72円

3.78円

3.79円

3.85円

98.03円

96.95円

98.25円

97.20円

98.24円

97.18円

97.61円

96.88円

98.78円

97.67円

98.24円

97.00円

98.78円

97.66円

11月 生乳生産・乳代単価情報

全　　道

前年(比)

根室管内

前年(比)

JA道東あさひ

前年(比)

西春別支所

前年(比) 

上春別支所

前年(比)

別海支所

前年(比)

根室支所

前年(比)

採 用 職 員
平成２９年１月６日
営農部　営農振興課
営農支援対策係　
準職員　下元明日香

退 職 職 員

平成２８年１２月２２日
生産部　家畜改良課　
　　　　内田　幸希

異 動 職 員

平成２９年１月１日
管理部 管理電算課 課長
→営農部付
営農サポートセンター
対策事務局 事務局長
　　　　川目　　靖

管理部 人事課 課長
→同部　管理電算課
課長兼務
　　　　石田　　隆

平成２８年１２月３１日
購買部　生活店舗課
Ａコープ上春別店
準職員　須郷あけみ

ホクレン市場カレンダー
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番25日  

3
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9
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8
番  1日  

5
番
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番

3
番  2日  

4
番

3
番

2
番

9
番8日  

4
番

3
番

2
番

1
番15日  

6
番

7
番

5
番

4
番16日  

5
番

4
番

3
番

2
番22日  

根　

室

別　

海

上
春
別

西
春
別

種　

類
日月旧営農センター

冬期間閉鎖のお知らせ
　３月３１日までの冬期間中は、
水道凍結防止などの観点から閉鎖
させていただきます。
　組合員の皆様には、ご迷惑をお
掛け致しますがご了承ください。

乳牛

乳牛

乳牛

2　

月

14


